
静岡大学未来創成基金寄附者芳名一覧
教育・研究・社会連携を推進する財政基盤を強化するため、平成24年度に創設した基金です。

ご寄附をいただきました皆様に、心より御礼申し上げます。

静岡大学未来創成基金ウェブサイト今後とも温かいご支援をお願いいたします
未来創成基金へのご寄附は、郵便振替やインターネットからのお申込み（クレジットカー
ド・コンビニ決済等）をご利用いただけます。くわしくはウェブサイトをご覧ください。 静岡大学広報・基金課 基金係 ／ 電話：054-238-5183  E-mail：kikin@adb.shizuoka.ac.jp

［法人等］

［個人］

https://wwp.shizuoka.ac.jp/fund/

トーリック イブラヒムさん (インドネシア出身)
総合科学技術研究科工学専攻(2022年卒業)
2023年4月よりソニーセミコンダクタソリューションズ株式会社 勤務

Vol.3

日本が誇る
ものづくりの精神で
人々 の生活を豊かに

「故郷が恋しくなったら地元料理のナシチャンプルを食べます」
と語るイブラヒムさん

アジアブリッジプログラム（ABP）は、静岡県とアジア諸国の架け橋として活躍する
人材を育成するため、企業や自治体と連携して、静岡大学で学ぶ留学生を応援して
います。ご支援いただいている企業の皆様への感謝を込めて、活動をご報告します。

　ABPの支援のおかげで、修士まで6年間、中でも研究室での3年間は、自分

のやりたかったカメラのイメージセンサの研究に思いっきり打ち込むことが

できました。光すらゆっくり進むように見える超高速イメージセンサを開発。

初めて画像が映し出されたときの

感動は、それまでの苦労を忘れる

くらいすばらしいものでした。

　私が静岡大学に留学したいと思ったのは、日本で有数の工業地帯の一つである静岡で、ものづ

くりの精神を学びたかったからです。就職も研究を生かせる会社に決まり、これからは、日本が

誇る最先端の半導体技術を学び、一人のエンジニアとして成長していきたいです。そして、人々の

生活を豊かにできるような技術や製品の開発に貢献できたらうれしいです。

「2030松崎プロジェクト」の新しい挑戦
未来社会デザイン機構・農学部　竹之内裕文 教授

古民家をミーティングルームとして
再活用しています。

地域の多様なメンバーとの対話に挑戦しています。

出身地ジョグジャカルタ郊外にある
世界遺産「プランバナン寺院」

松崎町、松崎町観光協会、伊豆半島ジオガイド協会とのパートナーシップに基づ

き、ビジョンと対話を大切にしながら「2030松崎プロジェクト」というモデル事業

を進めています。2030年の松崎町の望ましい姿は?という問いを共有し、一人ひ

とりの願いに耳を傾け、 それを実現するプロセスを練るという仕方で、コミュニ

ティをデザインします。地域住民を中心に、松崎にかかわりのある人びとと広く連

携して、ビジョンの策定、2030年の到達目標（Goals）の

設定、目標達成に向けたチーム活動を展開しています。

本学の学生も活動に参加し、松崎町の次世代（中高生）

と交流を深めています。学内外から、さらに多様な仲間

が得られ、ネットワークが拡充することを願っています。
松崎プロジェクトHP

本研究に関する
SDGsのロゴ

・ アジアブリッジプログラム事業

・ 馬術部活動支援事業

・ 浜松キャンパス１００周年記念事業

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1586万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・423万7千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・829万円

・渡日までの支援（渡航費用）  ・住居支援（静岡大学国際交流会館又は県営・市営住宅の無償提供）
・生活費支援（月額7万円を最大1年間支給）

令和３年度 基金活用のご報告
皆様からのご寄附は、主に右記の事業に活用させていただきました。

ウクライナ学生受入へのご支援へのお願い
ロシア軍のウクライナ侵攻に伴い、学業や研究活動を継続することが困難な大学間交流協定校(タラス・
シェフチェンコ・キーウ国立大学、ウクライナ国立技術大学)に在学する学生を交換留学生として受入れ
生活支援を行い、学業や研究を継続できる環境を提供する事業です。

支援内容

《 インターネットからお申込みの場合 》
未来創成基金の寄附手続き用サイト”事業の種類”より
「大学運営全般」をご選択のうえお申込みください。

《 ゆうちょ銀行、郵便局、三井住友銀行窓口からお申込みの場合 》
払込取扱票の”寄附目的”「大学運営全般」をご選択ください。お手元に払込
取扱票がない場合は、静岡大学 広報・基金課基金係までお問合せください。

寄附方法

静岡大学では、持続可能な社会の実現を目指し、社会課題に多面的・戦略的にアプローチ
しています。今回は、SDGsにかかわる本学の活動の一環として、地域社会をパートナとして、
対話を通して地域の未来を共に拓く包括的な挑戦を紹介します。

出会いと対話を通してビジョンを共に描き、実現する

国本工業株式会社 様
株式会社ユタカ技研 様
浜松工業会パルステック支部 様
一般社団法人インフォカート未来基金 様
理研軽金属工業株式会社 様
浜松工業会東京支部 様
株式会社アクティシステム 様
アプライド株式会社 様

ローム浜松株式会社 様
日本軽金属株式会社 様
エンシュウ株式会社 様
ヤマハ発動機株式会社 様
共和レザー株式会社 様
株式会社静岡アグリビジネス研究所 様
スズキ株式会社 様
浜松工業会栃木支部 様

株式会社アイシン 静風会 様
静岡大学教育学部同窓会 様
一般財団法人鎌倉フェローシップ 様
矢崎化工株式会社 様
東海理機株式会社 様
萩原電気ホールディングス株式会社 様
株式会社キャタラー 様
アットマーク・コンサルティング合同会社 様

※ご芳名は、原則令和4年2月1日から令和4年7月31日までの間にご寄附いただき、公開についてご承諾いただきました方について掲載しております。なお一部、クレジット等含めご入金日により、前回
　掲載分に間に合わなかった寄附者の方々もあわせて掲載しております。ご入金が未確認の皆様については、今後、ご入金の確認ができ次第、順次、広報誌に掲載させていただきます。

株式会社ＴＯＫＡＩホールディングス 様
須山建設株式会社 様
やまと興業株式会社 様
浜松工業会長野支部 様
スズキ株式会社佐鳴会 様
日星電気株式会社 様
遠藤科学株式会社 様

チーム活動の一環として、伝統的な
「なまこ壁」の保全活動を行っています。
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